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DGsの取り組みを進めています。今号では、世界共通の17のゴール（国際目
標）のうち、ゴール７の達成に向けた市の取り組みや一人一人ができることなどを紹介します。

問政策財政課☎51-6712

　私たちの生活は、電気やガスなどのエネルギー
に支えられています。テレビを見る、電話をする、
料理をするなど、普段暮らしていく中で電気やガ
スは欠かせないものとなっています。
　一方、世界では、暗くなったらろうそくや灯油
ランプの明かりで過ごし、料理や暖を取るときに
は室内でまきや炭を燃やして暮らしている地域が

◆ 庁舎の省エネ対策
自然エネルギーの活用や地球温暖化防止に向け、市

役所の屋上に太陽光発電システムを設置し、発電した
電気を庁舎の電力の一部として利用しているほか、庁
舎内の照明機器をLEDにするなど、温室効果ガスの削
減に取り組んでいます。

達成に向けた市の取り組み
◆使っていない部屋の電気は消す
◆見ていないテレビは電源を切る
　節電を心掛け、電気を大切に使いま
しょう。
　また、電球が切れたら二酸化炭素の
排出量が少ないＬＥＤ電球に交換して
みましょう。

【一人一人ができること】

SDGs～持続可能な社会を目指して～

東北電力から節電・省エネのお願い

ゴール７　エネルギーをみんなに　そしてクリーンに

あります。室内で火を
燃やすことにより、火
事を起こしたり、吸い
込んだ煙が原因で健康
を害したりする人がい
ます。

　日本のエネルギーの多くは、火力発電で賄って
いますが、その燃料となる石炭や石油、天然ガス
のほとんどを輸入に頼らざるを得ません。また、
火力発電は、地球温暖化を加速させる原因となる
二酸化炭素などの温室ガスを多く排出することか
ら、水力や太陽光など自然の力を利用した再生可
能なクリーンエネルギーの割合を増やす取り組み
が求められています。
　ゴール７「エネルギーをみんなに そしてク
リーンに」では、全ての人が電気やガスなどのエ
ネルギーを安い価格で安定して使えるようにする
ことや、環境に優しい再生可能エネルギーを増や
すことを目指しています。

今夏は全国的に電力需給
が厳しい見通しとなって
おります

省エネ・節電手法のご紹介

◀個人のお客さま向け

　省エネ・節電手法などについてはＱＲコードよりご確認ください。

◀法人のお客さま向け
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東北電力キャラクター
「マカプゥ」

■厚手のカーテンや床まで届くカーテンの方が効果的です。
■風向きを上手に調整しましょう。
■室外機の周りには物を置かないようにしましょう。
■長期間使わないときは、プラグを抜きましょう。
詳しくはQRコードからご確認ください。

東北電力では供給力の確保に向け、
最大限取り組んでおりますが、地
域の皆さまにおかれましても、無
理のない範囲での節電にご協力を
いただきたくお願いいたします。

問東北電力㈱☎0120-066-774
   東北電力ネットワーク㈱☎0120-175-377
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